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て類型化し，過去（1900 年前後）と現在（2020 年）を比較した。河口形態は 8 つに類型され，
1900 年の 8 類型，2020 年は 7 類型に区分され，潟湖+干潟（河道内）を有する形態が消滅した
こと，西日本で数多くみられた河口砂州・砂浜+干潟（河道内・沖）を有する河口形態も約 8 割
消失していることが明らかになった． 
第 3 章では，全国の 1 級河川における鳥類群集と河口形態との関係を明らかにするため，






た飛来要因を分析した．2004 年から 2013 年に実施されたモニタリングサイト 1000 にお




















第 7 章では，第 2，3，6 章の結果を踏まえ，潜在的な鳥類分布地域（7 地域）毎に保全の
あり方を考察し示した。 
最後に，第 8 章にて終論として本研究を総括した．  
